第１５回運営委員会概要

日　時　平成２０年６月２日（月）午後６時３０分～午後９時００分

場　所　登別市役所　２階　第２委員会室

出席者　田中寛志、木村義恭（進行）、三澤由比子、合田美津子、鎌田和子、大山口光男、大平定子、山田耕一、安達陽子、川西悟、山田正幸、平田誠治
事務局　桶総務部次長、宮崎企画グループ企画主幹、五島企画グループ都市計画主幹、沼田企画グループ主査（企画調整）、北村企画グループ担当員（企画調整）
議事項目

①上程フォーマットについて
②全体会議に関する事業報告について
③全体会議に関する事業計画について
④その他

配布資料

①運営委員会式次第
②登別市市民自治推進委員会　上程資料（フォーマット案）
③登別市市民自治推進委員会　上程資料（見本）

④事業報告書（第１部会～第６部会）

⑤事業計画書（第１部会～第６部会）

⑥家電等の不法投棄防止についての提言（第２部会）

⑦登別市市民自治推進委員会名簿（平成２０年５月２９日現在）

⑧平成１９年度運営委員会についてのまとめと報告

⑨ふるさとをください（チラシ）

議事内容

①上程フォーマットについて
❑　これまでにもいくつかの提言があったが、運営委員会に出す際の背景などについて口答での報告だったため、文書化するためのフォーマットを作成した。
　　共通認識を持つため、３回にわたって議論をしたい。ただし、緊急性があるものは１回でということもある。

　　フォーマットの内容については、「報告」は次回運営委員会で協議していただきたい提言等についての背景などの報告。

「協議」は前回の報告を受けて、具体的に内容について意見交換をする。
「審議」では結論を出し、決定後は直ちに市に提言等を行うというもの。

　　この書式を活用し、議事録的なものとして活用できるようにしたい。
共通認識を持つためこういう様式を使って進めていきたい。

❑　議事録を公表しているがそれでは不足ということか。

❑　このフォーマットを使ってこれまでの過程などについて共通認識を持てるのではないかと思う。

❑　様式については良いがひとつの中身（議案）で３カ月かかるということか。

❑　３カ月は最大値で、場合によっては１カ月の場合もある。

❑　３カ月の間、部会は何をしていればよいか。

❑　運営委員会での協議内容などを聞いて、さらに意見交換を部会で行う場合があるのではないか。

❑　確認したい。この運営委員会での我々の意見は、部会の代表としての意見か、個人としての意見か。
❑　部会長、副部会長としての意見と捉えられると思います。

❑　だとすれば各部会長は部会に持ち帰って運営委員会で出た意見などについて審議するということか。

❑　すべての部会でしてくださいということではありませんが、各部会では運営委員会で議題について報告をするのではないでしょうか。
❑　部会としての代表意見ということであれば各部会に持ち帰らなければならない。個人としての意見でよいのではないか。

❑　これまでと変わらないのではないか。福祉のまちづくり条例のような身近な話については部会に持ち帰って話をしたこともある。部会長の裁量でよいのではないか。きつくする必要はない。

❑　個人の意見だとすれば、このフォーマットを使って今後進めることに何の意義があるのか。

❑　議事録はあるが全員が議事録を読むことができるかが問題だと思います。ひとつにまとめたものを読んでいただき共通認識を持つことが必要。

❑　こういったものがあれば過程も分かるので良いと思うが、全部こうするのは大変ではないか。選別する必要がある。
❑　上程とはどういう意味か。

❑　運営委員会に出すこと。可決されたということは市に出すということです。

❑　可決（案通り・一部修正・大幅修正）とあるが一部、大幅修正というのは運営委員会が修正するということで部会でするということではないですね。

❑　運営委員会で行うということです。

❑　３カ月も必要ないのではないか。

❑　反論させていただきたい。運営委員会の役割に対する認識がばらばらだと思う。議事録等を読む時間も無い。いろいろな議論を交わしてから市に提案していくのであればよいが。認識を深めるためにも時間をとるべき。

❑　議事録が読みにくかったり読めなかったりするのであれば、議事録について議論をしたほうが良い。その件とこのフォーマットとは話が別で、数カ月部会の提言について結論が出ないのは困る。

❑　どういった手順であればよいか。

❑　1回目で協議いただき、２回目で審議していただきたい。
❑　各部会から出される提言は各部会で時間をかけて出してきた提言だと思う。部会に帰って審議する時間もないし、するつもりもない。運営委員会でよほどおかしいものについては発言させてもらうし、個人的な意見として言うこともある。時間をかけすぎるのではなく、協議、審議にして欲しい。

❑　協議、審議で行うこととします。場合によっては１回で審議ということもあることとします。

❑　福祉の条例もそうだが我々の知らないところでいろいろな人に影響を与えている場合もある。ケースによって違うのではないか。報告・協議・審議とじっくりやったほうが良いと思う。

　❑　ここに出した時にじっくりやるかどうか分かるのではないか。こういった手順を踏むということでものによっては弾力的に行うということでよいのではないか。

　❑　ケースによって「報告」、「協議」、「審議」または、「協議」、「審議」を決めることとします。この書式については事務局でなく各部会で作成するということで理解していただきたい。
　❑　部会の意見を尊重するということになっていたはずだが、運営委員会を通すということが重要になってしまうことは納得できない。

　❑　各部会の考えを互いに認識することが必要。全部会が独立機関として行うのではなく、他の部会の活動も知る必要がある。全体像を捉えて市民自治に取り組むべき。市に提言するということなのだから運営委員会で共通認識を持てるようにしておく必要がある。だから時間もかかるが丁寧にやっても良いと思う。

　❑　運営委員会で了承して市に出す場合、会長名でだすということでよいのか。責任は誰がとるのか。
　❑　会長名で出しますが市民自治推進委員会は提言機関です。結果のみを求めて活動をするのであればこういった活動はできない。あくまでも市に提言していくということです。
　❑　このフォーマットで今後進めて行くこととします。フォーマットの記載・作成については各部会において行うこととし、事務局に提出することとします。
②　全体会議について

　❑　全体会議において報告する平成１９年度事業報告及び平成２０年度事業計画について各部会長より述べていただきます。まず、事業報告からお願いします。
　
◎　運営委員会について「平成１９年度　運営委員会についてのまとめと報告」に基づき会長より説明。
第１部会から第６部会について各部会長より「事業報告書」に基づき説明。（第５部会については部会長、副部会長が欠席のため副会長が代わって説明）

◎　事業計画について同様に第１部会から第６部会について、各部会長から「事業計画書」に基づき説明。（第５部会については部会長、副部会長が欠席のため副会長が代わって説明）
　❑　運営委員会についてのまとめと報告、事業報告書、事業計画書について、全体会議に提出することとします。
　❑　全体の事業計画としては、外部評価、緑化・景観条例の継続協議、フォーラムの開催として当日書面を用意します。
　❑　全体会の議案に名簿作成の件をあげます。
　❑　第４部会の提言について、いつ行政から回答があるのか。

　❑　７月一杯くらいに回答したい。（事務局）

　❑　全体会議に出す資料について確認したい。

　　（１）次第
　　（２）提言

　　（３）条例

　　（４）報告書、計画書

③　第２部会からの提言について

◎　「家電等の不法投棄防止についての提言」に基づき、第２部会から提言内容の説明。

　❑　次回フォーマットに記載していただき、協議、審議となります。良いですか。

　

　❑　良いです。

　❑　次回フォーマットに必要なことを書いていただき協議することとします。

④　その他

　❑　フォーラムについて、まだ議事録がまとまっていない。まだ若干お時間をいただきたい。先生の意向としては公開して欲しくないということです。

　❑　公開はしないで事務局で保管する事とします。

　❑　「ふるさとをください」のチラシを全体会議で配布して欲しい。

　❑　全体会議で配布します。

　❑　生活・福祉委員会が行われ、参考人、公述人の扱いで出席した。自由に発言ができないというものなので暫時休憩という形で意見交換を行った。

市民の話を聞く議会が今後こういった形でしか話を聞かないというのは問題がある。条例で決められているためにこういった形をとっているというのであれば、議会で条例を変えれるのだから変えていただきたいとの話をした。継続審議の結果については時間をおかず報告するとのことです。

　❑　次回の運営委員会については

　　◇第２部会の提言についての「協議」
　　◇その他

　　◇外部評価について

　　　とします。

　❑　市の評価との兼ね合いはどうするのか。

　❑　納得のいく外部評価制度を作ることが先。前回の外部評価のときは、市が予算に反映させるのであれば１０月までに外部評価を提出して欲しいということだったが、今回は１０月という期限を守るということではない。制度を作り上げることを目標に取り組む。
❑　菅井副会長が退任することとなりました。規約では副会長を３名おくことにしていますがどうしますか。

❑　若干名にすると規約を改正してはどうか。
❑　３名のうち１名欠員にすればいいのではないか。

❑　欠員のままとします。

❑　６カ月以上出てこない人の扱いはどうなるのか。

❑　事務局が聞くと聞きにくいので部会長が確認してはいかがか。

❑　６カ月以上、会議等に出席していない人の扱いについては保留とします。

　　委員名簿についてはつくることとして全体会議にかけます。

◎次回の運営委員会は７月２日（水）　午後６時３０分より、第２委員会室で開催する。
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